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千代田区教育委員会

笑うときはみんな同じことばだったね

ホストファミリーも学校もみんな

親切で楽しくすごせました。

もっと長く滞在したかったな。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。



②
出
張
所
等
、

近
隣
公
共
施
設
へ
の
通
報
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

②
学
校

・
幼
稚
園
の
出
入
り
口
を
制
限
し
ま
す
。

・
登
下
校
時
以
外
は
全
て
の
門
を
閉
鎖
し
ま
す
。

・
来
訪
者
の
出
入
り
口
は
一
カ
所
と
し
、
受
付

を
経
由
す
る
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

・
通
用
口
か
ら
校
庭
等
に
出
ら
れ
な
い

よ
う
植

栽
・
プ
ラ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
バ
リ
ア
ー
対
応

を
行
い
ま
す
。

④
施
設
内
の
警
備
を
強
化
し
ま
す
。

・
教
職
員
・
職
員
に
よ
る
「
声
か
け
」
の
徹
底

と
巡
回
を
実
施
し
ま
す
。

①
各
教
室
・
保
育
室
等
へ
の
緊
急
警
報
ベ
ル
等

の
設
置
に
よ
り
、
施
設
内
の
通
報
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

②
複
数
児
童
に
よ
る
登
下
校
を
行
い
ま
す
。

登
下
校
中
の

安
全
を
確
保
し
ま
す

土
日
の
校
庭
開
放
時
の

安
全
を
確
保
し
ま
す

ベ

利
用
者
の
確
認
を

な
お
、
各
対
策
は
、
可
能
な
限
り
夏
休
み
前

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問

合

せ

】
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
庶
務
課
。
保
育
園
、

児
童
館
に
つ
い
て
は
児
童
課
。

①
巡
視
員
に
よ
る
公
園
等
の
巡
視
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

②
引
率
者
の
携
帯
電
話
・
緊
急
プ
ザ
ー
の
携
帯

に
よ
り
、
通
報
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

①

P
T
A
等
が
行
っ
て
い
る
校
庭
開
放
指
導
員

に
加
え
、
教
職
員
も
対
応
し
ま
す
。

③
校
庭
開
放
指
導
員
及
び
教
職
員
の
携
帯
電

話

・
緊
急
ブ
ザ
ー
の
携
帯
に
よ
り
通
報
手
段

を
確
保
し
ま
す
。

①
通
学
路
の
再
確
認
・
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
保
護
者
・
児
童
双
方
に
周
知

・
徹
底
し

ま
す
。

【対
象
施
設
】
区
立
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
、
児
童
館

④
付
近
の
住
民
、
会
社
等
へ
の
協
力
を
働
き
か

け
ま
す
。

③
警
察
官
の
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
を
要
請
し
ま
す
。

④
緊
急
時
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

③
来
訪
者
の
確
認
を
徹
底
し
ま
す
。

・
受
付
に
教
職
員
を
含
め
人
員
を
配
置
し
ま
す
。

・
受
付
に
名
簿
及
び
バ

ッ
チ
を
備
え
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
機
器
を
、

施
設
の
状
況
に
応
じ
て
設
置
し
ま
す
。

②
名
簿
の
設
置
等
に
よ
り
、

行
い
ま
す
。

①
施
設
内
に
お
け
る
防
犯
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

・
対
応
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
図
り
ま
す
。

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
た
定
期
的
な
防
犯
訓
練

を
行
い
ま
す
。

②
学
校
運
営
連
絡
会
で
地
域
と
の
連
携
を
強
化

し
ま
す
。

・
子
ど
も
へ
の

「
声
か
け
」

・「
こ
ど
も

1
1
0
番
」
へ
の
登
録

・
学
校
周
辺
の
巡
回

・
不
審
者
等
の
情
報
提
供

・
校
庭
開
放
時
の
巡
回

:511u量

そ

の

他

①
各
施
設
の
巡
回
警
備
を
実
施
し
ま
す
。

在
校
中
・
在
園
中
の

安
全
を
確
保
し
ま
す

③
「
こ
ど
も

1
1
0
番
制
度
」
を
全
地
域
で
実

施
し
ま
す
。

・
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成

・
通
学
路
の
地
図
の
作
成

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入

こども110番制度

子ともが事件に巻き込まれそうになったとき、こ

のステッカーの貼ってあるお店などに、助けを求め

ることができます。

子ともが助けを求めてきたときは、保護し、警察

や関係機関等へ通報し、犯罪の防止に協力していた

だいております。

＊「こどもll 0番制度」にこ協力いただけるお店や

事業者のみなさまを募集しています。

学校等の安全対策に関する
緊急対策 ｀ 

0子どもの安全対策は、小・中学校

に加え、 幼稚園、保育園、児童館

などの乳幼児施設も対象とします。

〇教育委員会の施設関係者だけでな

く地域関係者が一体となり、全区

的に取り組みます。

0 「こども llO番制度」を区内全域に

拡大し、地域の方々や、 PTA、警

察と連携しながら 、協力者を明示

するステッカーの作成などの援助

を行います。

学校等の安全対策に関する緊急対策会議

玩田区こ凶11鴻紐名

千代田区役所

区
で
は
、
大
阪
府
池
田
市
の
小
学
校
で
起
き

た
児
童
殺
傷
事
件
を
受
け
、
6
月

14
日
（
木
）

連
合
町
会
、
商
店
街
連
合
会
、
民
生
児
童
委
員

協
議
会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、

P
T
A
、

保
育
園
保
護
者
代
表
な
ど
約
頂
名
の
方
に
出
席

い
た
だ
き
「
学
校
等
の
安
全
対
策
に
関
す
る
緊

急
対
策
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
痛
ま
し
い
事
件
を
一
一
度
と
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
左
記
の

3
点
を
柱

に
子
ど
も
の
緊
急
安
全
対
策
を
策
定
し
ま
し
た
。

学
校
等
の
安
全
に
関
す
る
緊
急
対
策
を
う
け
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
経
費
（

一
億
四

二
0
万
円
）

は
、
6
月
の
議
会
に
補
正
予
算
案
を
提
出
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
対
策
に
関
す
る
経
費

一
億
四
二

0
万
円

幼
児
・
児
童
•
生
徒
の
安
全
確
保

及
び
安
全
管
理
の
た
め
に
「
学
校

運
営
連
絡
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

区
内
全
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園

で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
学

校

・
園
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
で
構

成
す
る

「学
校
運
営
連
絡
会
」
を
開
催

し
、
防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆

様
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
安
全
対
策

問合せ 教育委員会事務局 指導室
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お
客
さ
ま
か
ら

．．． 

「
あ
り
が
と
う
」

（
去
年
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
感
想
よ
り
）

と
声
を
か
け
ら
れ
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

千
代
田
区
で
は
「
ポ
イ
捨
て
防
止
条

例
」
に
基
つ
き
、

6
月
5
日
（
火
）
を

第
＿
回
千
代
田
区
＿
斉
清
掃
の
日
に
定

め
、
区
民
の
方
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
、

自
宅
・
事
業
所
周
辺
の
清
掃
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

千
代
田
区
立
の
全
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
も
、
学
校
周
辺
地
域
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

一
斉
清
掃
を
通
じ
て
、
き
れ
い
に
す
る
喜
び

と
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に

奉

仕

す

る

心

を

育

て

た

い

今

川
中

今
川
中
学
校
で
は
、
こ
の
日
午
前
7
時

45
分

に
全
校
生
徒
が
集
ま
り
、
学
校
周
辺
と
通
学
路

の
清
掃
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
み
集
積
所
付

近
の
整
理
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
な
ど
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
集

め
ら
れ
た
ご
み
は
、
生
徒
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、

処
分
さ
れ
ま
し
た
。

『
図
書
館
子
と
も
ま
つ
り
』

3
回
且
を
迎
え
る
図
書
館
子
ど
も
ま
つ
り
で

は
、
今
年
も

『小
学
生

―
H
図
書
館
員
』
を
募

集
し
ま
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
出
は
も
ち
ろ
ん
、
新
し

い
本
が
届
い
て
貸
出
が
出
来
る
ま
で
の
準
備
や
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
の
デ
ー
タ
入
力

な
ど
を
行
い
ま
す
。

エ
プ
ロ
ン
を
身
に
着
け
て

職
員
と

一
緒
に
館
内
で
働
き
、
図
書
館
の
舞
台

裏
を
体
験
で
き
ま
す
。

を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
の

一
番
身
近
な
施
設
で
あ
る
図

書
館
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
夏
休
み
の
思

い
出
の

1
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
よ
う
に
「
小
学

生

一
日
図
書
館
員
」
へ
の
お
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

「おは ようござい ます」声を交わしながらの一斉清掃

学
校
で
は
、
環
境
美
化
へ
の
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な

っ
て
い
る

地
域
へ
の
奉
仕
と
し
て

一
斉
清
掃
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
千
代
田
区

一
斉
清
掃
と

は
別
に
、
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
と
し
て
、
年

2

回
通
学
区
域
ま
で
拡
大
し
た
地
域
の
清
掃
を
行

っ
て
い
ま
す
。

の
取
り
組
み
ー

麹
町
小
学
校
で
は
、
こ
の
日
学
校
周
辺
地
域

か
ら
青
山
通
り
ま
で
学
年
ご
と
に
分
れ
て
清
掃

を
し
ま
し
た
。
掃
除
に
出
か
け
る
と
、

一
見
き

れ
い
に
見
え
る
通
り
で
も
、
交
差
点
付
近
や
道

路
の
植
え
込
み
周
辺
な
ど
に
、
投
げ
捨
て
ら
れ

た
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。

8
月
4
日
（
土
）
、

22
日
（
水
）

幼
児
向
け
11
午
後

2
時
ー

2
時
30
分

小
学
生
以
上
11
午
後
3
時
ー

3
時
30
分

夏

休

み

宿

題

相

談

8
月

31
日

（金
）
ま
で
、
読
書
感
想
文
の
書

き
方
や
自
由
研
究
の
材
料
探
し
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

毎
日
午
後
4
時
ま
で
（
休
館
日
を
除
く
）

悶 対 と

み 象 き

不可 直 ； ［ 
3い 87 

、一 接 時す月 月
千 30れ 2025 
代 '--" 4 分も日日

田 I 午＾＾
図 6 前包 水
書 年

9 、一
時 233 1 ヽ館 生 30日ヘ 各

゜ 分＾日

＾ 
回 ＼木 ＾

電 5 午ー 火
話 名 後のマ

お

は

な

し

会

図
書
館
っ
て
お
客
さ
ま
が
た
く
さ
ん
来
る
ん
だ
ね

小
学
生
一
日
図
書
館
員
募
集

夏
休
み

＼

今

川

中． 
麹
町
小

千

代

田

区

• 

る器けきそ

はコい力つさとカ t 用のも 畠昨
‘ンたウたしてウ な笑誇 年

おピ 靡ン ゜くもン 見手顔らし 言昨
どュ タ 教緊夕 らつでして
ろ lお l え張 I れき利げいし 年
い夕もに てすの まで用にまた の
たでしい くる前 し本者なし子 参
゜のろる れ ゜に たのとりたど
入かと た係お °貸接 ‘がも 加

召’ つ‘ のの客 出し中 ‘た 者たおでおさ を にしち
゜客 ‘姉ま 楽：、はだは の
さ うさが しる職い‘ 声

あ ん れん並 ん 子 員 に 始
る の し が ぶ でや 胃顔め
の驚かやと い、つこ

子ども映画観賞会 ー特集手塚治虫作品一

とき 時間 内 合六

8月4日 （土）
午前 10:00 「ジャング）レ大帝

~l l :40 ーアフリカをめざせ編ー」

8月22日 （水）
午前 l0:00 

「ジャングル大帝一成長編ー」~l l :40 

8月29日 （水）
午前 l0:00 

「鉄腕アトムー誕生編ー」~l l :40 

会場はいすれも千代田区医書館4階視聴覚室

「空き缶は こっちにちょうだい」

自
分
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
ポ
イ

捨

て

を

し

な

い

轄

町
小

斉

消

掃

が

行

わ

れ

ま

し

た

児
童
か
ら
は
「
思

っ
た
よ
り
ご
み
が
多
か

っ

た
」
「
夢
中
に
な

っ
て
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
て

し
ま

っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
「
自
分
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
」

「き
れ
い
な
ま
ち
を

好
き
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
こ
の
清
掃
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
一
斉
清
掃
を
き

っ
か

け
に
家
庭
や
学
校
内
だ
け
で
な
く
、
身
近
な
地

域
へ
の
奉
仕
の
心
を
育
て
て
い
き
た
い
、
地
域

の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
学
ん
で

欲
し
い
と
子
ど
も
た
ち
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
斉
清
掃
が
形
式
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ゆ
く
ゆ
く
は
清
掃
日
以
外
の
日
に
も
こ
の

よ
う
な
奉
仕
活
動
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

わたし指あそび大好き ！ 昨年のおはなし会より 「きれい」ってうれしいね
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［［ ウエストミンスター市立学校生徒との交流〕

施設のホールで開校式

新
緑
が
美
し
い
時
期
の
5
月
2
1
日
か
ら

6
月
6
日
に
か
け
て
、
区
立
中
学
1
年
生

を
対
象
に
、
軽
井
沢
少
年
自
然
の
家
で
、

2
泊
3
日
の
軽
井
沢
移
動
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
九
段
中
の
様
f
を
紹
介
し

ま
す
。

九
段
中
の
移
動
教
室
は

5
月

23
日
ー

25
日

の
商
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
天

候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

雨
の
中
、
宿
舎
に
着
い
た
日
の
夜
に
軽
井

沢
の
自
然
や
野
鳥
に
つ
い
て
学
習
し
、
翌
日

の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
備
え
ま
し
た
が
、

二
日
目
の
朝
も
土
砂
降
り
の
雨
と
な
っ
て
し

ま
い
、
予
定
を
変
更
し
て
、
施
設
内
で
班
ご

と
に
分
か
れ
て
ス
ケ
ッ
チ
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
徒
た
ち
の
思
い
が
通
じ
た
の

か
、
お
昼
近
く
に
は
小
降
リ
と
な
リ
、
無
事
、

野
鳥
の
森
で
の
自
然
観
察
を
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

短
い
特
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

、

カ
エ
ル
の
鳴
き
声
が
響
く
森
の
中
で
、
わ
き

水
に
手
を
入
れ
た
リ
、
ク
ル
ミ
の
実
を
み
つ

け
た
り

‘
葉
っ
ぱ
の
に
お
い
を
か
い
だ
リ
、

巣
箱
に
え
さ
を
運
ぶ
鳥
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

みんなで協力して一枚の絵に仕上げました

こ
の
移
動
教
室
の
体
験
を
と
お
し
て
、

友
人
と
の
楽
し
い
思
い
出
と
と
も
に
、
九

段
中
一
年
生
9
6
人
が
集
ま
れ
ば
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
出
来
る
こ
と
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
最

後
ま
で
果
た
す
重
要
さ
や
、
自
分
で
責
任

を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
数
々
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

池に住む動物を観察しました

宿
舎
に
帰
っ
て
か
ら
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
で
は
、
校
長
先
生
が
火
の
神
と
し
て

一
役
買
い
、
生
徒
た
ち
は
事
前
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

悪
天
候
の
た
め
、
急
な
予
定
の
変
更
が
起

き
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
し
っ

か
り
と
し
た
対
応
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

ー． ... 
——· • 
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チームワークの見せ所、イチ、二！イチ、二！

運動会 外禄グラウンドにて （練成中）

学

校

行

事

力を合わせて大玉ころがし

高齢者センター運動会にて

5月25日（金）英国ウエストミンスター市立学校の男子生徒 6名、女子生徒 5名が来日しました。

区立中学校の生徒の家庭にホームステイし、 日本の生活習慣にふれ、学校に通い、交流を深め ました。短い期間でし

たが、充実した日々を送り、様々な思い出を胸に、 6月4日（月）帰国の途につきました。

千代田区、ウエストミンスター市両校の生徒にとって、大変貴重でかけがえのない交流になったと思います。

ホストファミリーの感想

・言葉の壁はありましたが、気持ちを伝えることは、思いや りでで

きたと思います。

・手紙に「近い将来また来たい」とあり、とてもうれしくなりました。

子どもたちの交流が末永く続くことを願います。

・日常生活に緊張感が感じられ、お互い大変よい刺激になりました。

•町内のお祭りがあり 、提灯を玄関に飾り、ゆかたを着て神社にお

参りに行くなど日本の行事にも参加でき、非常によかった。

・子どもと一緒に家族みんなでとてもよい経験ができました。改め

て日本のことを考える機会にもなりました。

•お別れするときとても淋しかった。

・イギリスにホームステイしてからの再開なので、今回ホームステ

イでより親しくなれました。一方、イギリスでは見られなかった

一面もあり、外国の文化や習間の違いなどを感じました。

ウエストミンスターの生徒の感想

・気候や、文化の違いに驚きました。

•新しい恨習や、伝統を学びました。

．とても楽しくすごせました。全てがすばらしく、興味深いものが

たくさんありました。とてもいい経験でした。

・授業はちょっとわからなかったけど、学校に通えて楽しかった。

・学校では緊張したけれども、言葉は障害にならなくて、とても楽

しくすごせました。

•みんながとても盛り上げて くれていることがよくわかりました。

・学校のみんなはとても親切で、歓迎してくれた。

・ホストファミリーはとても歓迎してくれました。最初にお父さん

が言ってくれた言葉は、 Makeyourself at home（くつろいでく

ださい）でした。

・ホストファミリーは気さくで、とても満足しています。

（お茶の水幼）
うどん打ち体験でお世話になった皆さんと
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本
校
で
も
前
の

二
つ
の
中
学
校
で

も
、
全
校
朝
礼
で
校
長
講
話
と
し
て
、

生
徒
た
ち
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
、

N
H
K
テ

レ
ビ
で
放
映
し
て
い
た
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う

た
ん
島
」
と
い
う
番
組
の
こ
と
で
す
。
主
人
公

の
ド
ン

・
ガ
バ
チ
ョ
と
そ
の
仲
間
が
気
球
に
乗
っ

て
い
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
私
は
あ
る
中
学
校
の
担
任
を
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
番
組
を
見
て
、
気
球
を
飛

ば
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
そ
れ
は
、

西
瓜
の
よ
う
に
ま
ん
ま
る
で
上
か
ら
釣
り
糸
で

つ
つ
て
い
ま
し
た
。
私
は
糸
で
つ
る
す
の
で
は

な
く
、
本
当
に
ふ
わ
っ
と
浮
か
し
た
か
っ
た
の

で
す
。

だ

が

し

や

早
速
、
駄
菓
子
屋
さ
ん
に
行
き
、
紙
風
船
を

買
い
ま
し
た
。
風
船
の
穴
の
下
に
ゴ
ン
ド
ラ
を

つ
り
、
そ
こ
に
ろ
う
そ
く
を
立
て
て
燃
や
し
ま

し
た
。
び
く
と
も
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
回
か
の
失
敗
の
後
、
ゴ
ム
風
船
を
ふ
く
ら

ま
し
て
風
呂
に
入
り
、
沈
め
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
、
そ
れ
は
浮
き
上
が
ろ
う
と
し
て
、
茄
子

型
に
な
り
ま
し
た
。
お
湯
と
空
気
の
違
い
は
あ

る
け
れ
ど
、
こ
の
形
こ
そ
気
球
と
し
て
は

一
番

よ
い
形
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
十
二
等
分
し
た
型
紙
を
作
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
三
角
関
数
を
使
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
面
に
強
い
人
に

お
願
い
し
て
計
算
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
文
房
具
屋
さ
ん
に
行
き
「
安
く
て
、
軽
く

， 

て
、
ひ
っ
ば

っ
て
も
切
れ
な
く
て
、
燃
え
に
く

い
紙
を
く
だ
さ
い
」
と
い
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
お
客
さ
ん
、
そ
ん
な
紙
が
あ

っ
た
ら
、
私
に
売

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

高
さ
七

0
セ
ン
チ
程
の
気
球
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
そ
れ
を
飛
ば
す
た
め
、
生
徒
と

一

緒
に
理
科
室
に
行
き
ま
し
た
。
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

一
本
で
開
口
部
か
ら
暖
か
い
空
気
を
入
れ
て
み

ま
し
た
。
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
。
二

本、

三
本

と
増
や
し
て
も
ダ
メ
で
す
。
そ
れ
で
、
四
本
に

し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
ふ
わ
っ
と
気
球
が

上
が
っ
た
の
で
す
。
「
や
っ
た
ー
、
や
っ
た

1
」

と
大
声
で
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
型
紙
に
は
、

一
九
八

二
年
二
月
二
四
日
作
成
と
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。

い
づ
め
た
か
や
す

千
代
田
区
立
中
学
校
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

こ
の
話
を
し
た
後
、
三
年
生
の
あ
る
担
任
が

生
徒
に
感
想
文
を
書
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
の

二
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
―
つ
の
こ
と
を
達
成
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ

な
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
僕
も
こ
れ
か
ら
は
何
か

―
つ
だ
け
で

も
夢
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
」

「
私
は
気
球
を
飛
ば
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

け
ど
夢
が
あ
り
ま
す
。
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
で
世

界
の
ベ
ス
ト
1
0
に
入
る
こ
と
で
す
。
私
の
年
で

そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と

思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
理
由
に
し

て
、
時
々
学
校
の
こ
と
や
他
の
こ
と
を
怠
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
い
け
な

い
と
思
い
返
し
ま
す
」

を
さ
な
き
且
詩
人
の
目

ふ
と
さ
め
て
窺
え
ば

爛
と
し
て
釆
を
見
る

（
火
の
娘
題
詞
）

た
と
え
さ
さ
や
か
で
あ
っ
て
も
、
感
動
す
る

心
は
人
か
ら
人
へ
伝
わ
っ
て
い
く
も
の
だ
と
確

信
し
ま
し
た
。

も
り
お
う
が

い

森
鵜
外
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
句
が
あ
り
ま
す
。

大
阪
の
小
学
校
で
の
悲
惨
な
事
件
に
、
日
本

中
の
人
が
心
を
痛
め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
何
よ
り
も
優
先
す

べ
き
こ
と
と
し
て
、
千
代
田
区
は
直
ち
に
、
学

校
等
の
安
全
確
保
の
た
め
、
今
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
先
日
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

ー
交
流
事

業
を
取
材
し
ま
し
た
。
私
の
英
語
は
な
ぞ
な
ぞ

に
近
い
よ
う
で
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
先

生
方
は

一
瞬
の
間
の
後
、
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
ゃ
失
敗
を
考
え

な
い
よ
う
に
し
て
、
取
材
を
続
け
ま
し
た
。
変

な
話
で
す
が
、
失
敗
も
積
み
上
げ
る
と
妙
な
自

信
が
つ
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
＇
も
っ
と
英
語
を

勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
何
度
も
思
い
ま

し
た
が
、
お
互
い
の
意
味
が
通
じ
た
と
き
の
喜

び
は
、
格
別
な
も
の
で
し
た
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
は
、
平
成
三
年
七

月
に
創
刊
号
を
発
行
し
て
か
ら
、
今
号
で
5
0
号

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
身
近
な
教
育

広
報
誌
と
し

て
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
ご
感
想
・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
五
十
号

平
成

13年
7
月
17日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
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委
員
会
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